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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

： ◆ 活動の様子の写真・成果物の写真

： 活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

：

＜目的＞

：

＜成果＞

◆連携した結果に対する意見または評価、今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家佐野 事業所番号 1610200626

住　所 富山県高岡市荒見崎318-2 管理者名 井上 奈緒子

電話番号 0766-53-5637 対象年度 令和６年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 協伸静塗株式会社 担当者名 湊　久之

◆利用者数 1日当たり約7名

事業所では経験できない作業に取
り組むことができた。

多くの作業者が施設外作業に参加
できる環境を作る

：

：

◆課題点

◆得られた成果

約7名が施設外作業を行っており、
生産性が徐々に上がって行った。

：◆実施した結果

◆実施日程

◆活動場所

： 検品及び製品掛け

月曜日～金曜日

協伸静塗株式会社

◆実施した生産活動・
施設外就労の概要

ほまれの家さんには主に塗装品の吊り作業や検査作業など直接業務に従事していただいております。

吊り作業では「製品の向きを確認しながら決められた数の製品を吊るす」、
検査作業では「お客様の決められた規格に基づいて正確に検査を行う」ことが大切になってきますが、
どちらの作業も職員、指導者の方が各々の長所や能力を見極められ、丁寧かつ正確に作業をしていただいております。

また、梱包副資材の製作や工場内清掃といった間接的な業務にも従事していただいており、
こちらの作業も丁寧で気配りが行き届いた作業で大変満足しております。

今後もほまれの家さんと密にコミュニケーションをとりながら、利用者の方がより良い環境で働けるよう、
また利用者の就労のサポートができる職場となるよう努めていきたいと思います。

：

：
事業所内では取り組めない作業に
取り組むことができる。

労働力不足の解消。

事業所の中では経験できない作業
に取り組む。スキルアップ。

◆地域連携活動の
ねらい

◆地域にとっての
メリット

◆対象者にとっての
メリット
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